





























を探ろうとするものである。執筆者は 2018 年度に実施した愛知県 T 市選挙管理委員会・























 まず，自治体・小学校・愛知教育大学学生による 2018 年度および旧稿で触れられなか
った 2019 年度の実践の概要について紹介しよう。 










あった。2018 年度は年度当初の 4 月以降夏までに選管側と愛知教育大側とで授業の実施校
の確定，参加学生の役割分担，授業内容等について月 1 回程度のミーティングを開催し協
議した。秋以降は T 市選管および執筆者・参加学生が出前授業の実施校に出向き，学校側
との事前の打ち合わせをし，本番の「選挙出前トーク」に臨んだ。2019 年度も 4 月から同
様のミーティングを実施したが，２年目の参加学生が多く，また後述する選挙の位置づけ
や投票方法等を説明するスライドも基本的に 18 年度版を引き継いでいるため，１年目よ
りスムーズに進行している。2018 年度は小学校 5 校，中学校 1 校，2019 年度は小学校 4
校で実施した。 





 第 1 部，パワーポイントスライドによる選挙等に関するレクチャーと模擬立候補者の立
会演説， 
 第 2 部，実際の選挙・投票機材を使用した投票の説明， 
 第 3 部，子ども達による立候補者への模擬投票， 
 第 4 部，開票作業・同時並行で選挙クイズ， 
 第 5 部，投票結果の発表， 
という流れであり，この構成自体は両年度とも変更していない。というより，模擬投票ま






 上記第１部の選挙等のレクチャーにはじまり，第 5 部の投票結果の発表まで，参加学生
が主体となって出前授業を実施する。学生は，第１部では，スライドの説明役および PC
の操作役（各 1 名），模擬選挙立候補者 3 名，第 2 部で投票説明役 1 名（スライド説明役
と兼務），第 3 部では子ども達の投票の誘導（立候補者，スライド説明役以外の学生），
第 4 部で開票作業補助（立候補者，スライド説明役以外の学生）およびクイズ設問・司会
役（スライド説明役および PC の操作役それぞれが兼務），第 5 部で最終結果発表（スラ
イド説明役の兼務）の，ほぼすべての作業を担当する。少なくとも 5 名以上の学生の参加
が必要であり，実際はそれ以上の学生が参加した。 



































し，第 2 部の投票手続の説明に入る。第 2 部では，説明役の学生が，実際の投票箱や記載
台等を子ども達に見せ，投票所入場券をもって，受付での本人確認，投票用紙受け取り，
記載台での記載した後，投票箱へ投票という手順を説明する。 
 第 3 部に入り，受付や投票立会人等も子ども達に体験させる。最初に代表の一人に，投
票手続の説明にしたがって，投票をさせる。残りの子ども達が順次投票に入る。 
























































































































































































































































実践報告，『日本の科学者』，617 号，25－31 頁。 
（２）差し当たり，清田雄治（2019 年）：「主権者教育」の現状と課題－「人民（peupl
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